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　目的　小袖の上からはおり着る衣服として近世初期にts,塵よけ、くつろぎ着等．実用

本位の男子の略装であった羽織は．享保の頃より礼装としての用途も担うようになった．

そうした変遷の中で、形態や材質の他意匠においても．江戸時代を通して様々な流行を見

ることができる．そこで本研究では．江戸町人の羽織の変遷に着目し．明和から寛政年間

に流行した羽織の丈．材質．表地及び胴裏地の意匠を明らかにするものである．

　方法　遺品が少ないため．次のような資料を用いて考察を進めた．文m資料としては．

当時江戸地本の中軸であった草双紙の一種である「黄表紙」、及び遊里文学として発達し

小説的構成をとる「洒落本」の他, r咄本」、「随筆」等を用いた．絵画資料としては、

文献資料の「挿絵」．及び「浮世絵」を用い、それぞれの資料を総合して検討した．

　結果　羽織丈(i ,安永・天明年間に堀幅羽織と呼ばれる短いものから長羽織へと移る．

材質は、縮緬や羽二重の他縞の絹織物が多く．夏には紹や紗の単衣羽織も用いられた．

表地の色は、黒. 茶,藍．空色等多様であるが, rとかく吉原は黒仕立がよい」と言われ

るように．黒を主とするのが当時の通人好みの風俗であり、黒の中にも、黒縮緬、黒郡内

黒りうもん．黒八丈と様々な黒が見られた．

　このように表地が地味になると､一層裏に凝る風潮が生じ、流行の浮世絵師による描絵や

高名な遊女の書等も胴裏にされている．特に遊里における着脱時に、またさりげなく屏風

に掛けられた時に、一初めて人の目に触れる裏にまで心を配り、趣向を凝らすことが、当時

の粋の精神の現れであったと考えられる．
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　目的. 17世紀後半の西洋男性服飾は身体中にリボンやレースを飾tj,ペチコート・ブリ

ーチズ［仏。ラングラープ］と呼ばれる布地を多く使用した下衣をつけ, g大なかつらを

かぶるという当時のバロック的好みと一致した装飾過多な装いであった。当研究は当時服

飾の中心とされたフランスに比べてあまり明らかにされていない英国の服飾の特徴と、そ

れに対する意識を考察するものである。

　方法。英国の絵画作品や服飾遺品、ピープス氏やイプリン氏の日記等を参考に社会背景

を考え合わせ研究を進め。同時にフランス服飾についても調査し比較資科とした。

　結果. 1 . 1649年から16G0年までは黒を基調とした質素なピューリタン服の着用が義務

づけられたが, 1660牟の王制復古以後は変化に富んだバロック風服飾であるフランスモー

ドを追うようになる。

2 .しかし英国の服飾の特徴はエリザベス朝からの伝統である生地の豪華さ、金・銀レー

ス等の服飾の好みである。これはフランスのモリエールや、ラ・プリュイェ―ル等の文学

作品中で、リボン東の多さや布地の幅についてが数多く取り上げられているのに対し、英

国のピープス氏やイプリン氏の日記では主に金・銀レース等についてが多く話題にされて

いることからもわかる。

3 .もう一つの特徴として東方貿易が盛んになったことによる服飾上の東方趣味があげら

れる。その代表例は1660年に現れた東洋服にヒントを得た長めの上着であるVestであIJ .

これはその磯の服飾の流れを変え、紳士服のI基太となっていく。


